
 
 

 

 

 

  2015 年 2 月 17 日 

プリンスホテル 

タイの大手ホテルグループ 

「デュシットインターナショナル」との 

マーケティングアライアンス契約を締結    
 

株式会社プリンスホテル（本社:東京都豊島区、代表取締役社長:小林 正則)は、タイを中心に中国、

インド、UAE、アメリカなどで国際的に展開しているホテルグループ「デュシットインターナショナル

（Dusit International）」との間で、マーケティングアライアンス契約を 2015 年 2 月に締結いたします。 

 

「デュシットインターナショナル」は、タイ・バンコクに本社を置くグループ企業「デュシタニ・パブリック・

カンパニー・リミテッド（Dusit Thani Public Co.,Ltd.）」の傘下の会社で、ホテル、リゾート、サービスア

パートメント、スパなどを運営し、65年を超える歴史と実績を誇ります。現在、4つのブランド（デュシタ

ニ、デュシットデバラナ、デュシットD2、デュシットプリンセス）で24のホテルを運営するほか、デュシッ

トレジデンス、テワラナスパを展開しています。2015 年春にはグアム島で最も高層となる「デュシタニ 

グアム」をオープンするなど、今後 24 のホテルをオープンする予定です。 

 

プリンスホテルでは2014年12月、タイ・バンコクに営業拠点「バンコクオフィス」を新設するなど、今後

の成長が期待されるタイを重要国と位置づけ、観光目的の旅行者、MICEなどのビジネス客誘致など、

訪日外国人旅行需要の取り込みを強化しております。 

 

今回のマーケティングアライアンス契約の締結により、セールスマーケティング網の相互活用、Web

連携などを行い、事業展開地域の強化・拡大することで、相互においてブランド認知度の向上を図

ってまいります。 

 

主なマーケティングアライアンス概要 

【マーケティング】 相互プロモーション連携（印刷物による告知、会員組織への告知等） 

【W e b 連 携】 相互リンク 

 

 

 

 

 
◎本件に関する報道各位からのお問合せ 
株式会社プリンスホテル マーケティング部 
TEL：03－5928－1154  FAX：03－5928－1514 
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「デュシットインターナショナル」 会社概要 

【会 社 名】 デュシットインターナショナル 

【本社所在地】 The Dusit Thani Building 946 Rama IV Road Bankok Thailand 

【創 立】 1949 年 

【資 本 金】 137 億円 

【従 業 員 数】 3,299 人（2013 年末現在）  ※デュシタニ・パブリック・カンパニー・リミテッド全体 

【ホ テ ル 数】 24 ホテル（2015 年 2 月現在）  ※デュシタニ・パブリック・カンパニー・リミテッド全体 

 

 

「プリンスホテル」 会社概要 

【会 社 名】 株式会社プリンスホテル(PRINCE HOTELS, INC.)  

【本社所在地】 東京都豊島区東池袋三丁目 1 番 5 号 

【創 立】 1956 年 

【資 本 金】 36 億円 

【従 業 員 数】 6,657 名(2014 年 3 月 31 日現在) 

【ホ テ ル 数】 51 ホテル（2015 年 2 月現在） ※FC/MC、西武グループ内他社運営含む 

 

プリンスホテル 代表取締役社長 小林正則 

「デュシットインターナショナルとマーケティングアライアンス契約を締結する運びとなりましたこ

とを大変喜ばしく思います。 
“ほほえみの国”タイの誇るホスピタリティ精神を提供しているデュシット・インターショナルと、日

本において“おもてなしの心”をはぐくんできた当社の連携による相乗効果により、お互いのブ

ランドを広く世界に発信していけることを期待しています。」 

デュシットインターナショナル 

代表取締役社長兼最高経営責任者（CEO） Chanin Donavanik 氏 

「この度、プリンスホテルとのパートナーシップを構築することができ大変嬉しく思っています。 

日本はデュシットグループ全体にとり、きわめて重要なマーケットです。この相互に有益なアラ

イアンス契約により、私達のホテルブランド認知を国際的に広める足がかりとなると考えていま

す。デュシットインターナショナルとプリンスホテルはそれぞれのホスピタリティ精神をはぐくんで

きたブランド同士であり、その価値を共有することで、私たちのパートナーシップは末永く続き、

両社にとって大きな成功となることを確信しています。」 

 


